
 

 

 

 

 

 

 

 

 

設 計 書 作 成 要 領 

【建設関連業務】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年４月 

青森県 県土整備部 



  

- 1 - 

 

１ はじめに 

  本要領は、建設関連業務を発注するために必要となる資料を作成するにあたって、基

本となる事項を定めたものである。 

 

２ 用語の定義及び構成 

（１）用語の定義 

   本要領において使用される用語の定義は、以下によるものとする。 

   １）設計書 

業務価格を算出するための根拠を示した資料であり、業務委託契約締結時の発

注者控えとなるものである。 

   ２）契約図書 

受注者と業務委託契約を交わすための図書であり、業務委託契約締結時は受注

者の控えとなるもの。契約書及び設計図書よりなる。 

３）契約書 

業務委託契約を交わすにあたっての基本的な権利義務関係を明確にしたもので、

県で共通的に作成されるもの。業務名、業務場所、履行期限、委託料などの契約事

項が記載された書面部分と受注者の権利義務などを定めている条項部分よりなる。 

   ４）設計図書 

契約図書を構成するもので、建設関連業務の実施にあたって要求する技術的内

容を明示した図書であり、共通仕様書、特記仕様書、数量総括表、図面により構

成される。 

   ５）共通仕様書 

各建設関連業務について、統一的な解釈及び運用を図るため必要な事項を定め

たもの。 

   ６）特記仕様書 

共通仕様書を補足し、建設関連業務の実施に関する明細又は固有の条件・仕様

等を定めたもの。 

   ７）数量総括表 

業務内容を構成する工種などの項目の数量及び規格を示したもの。 

   ８）図面 

業務を実施するうえで必要となる位置図等。 

   ９）参考資料 

業務（予定）価格の根拠を入札予定者若しくは受注者に示すための資料。なお、

本資料は業務委託契約を拘束するものではない。 
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（２）構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 作成資料内訳 

  業務委託を発注するにあたっては、「設計書」「設計図書」「参考資料」を作成するもの

とし、それぞれの作成資料及び使用区分は以下のとおりとなる。 

使用区分 
作成資料 

設計書 設計図書 参考資料 

○   ①設計書表紙 

○   ②業務総括表 

○   ③業務委託費内訳書 

○   ④積算参考資料（間接費補正一覧） 

○   ⑤内訳書 

○   ⑥単価表 

○   ⑦登録単価 

○   ⑧直接人件費一覧表 

○   ⑨単価リスト 

○   ⑩積算入力データリスト（金入り） 

○   ⑪その他必要な資料（登録単価根拠資料等） 

 ○  ⑫特記仕様書 

 ○  ⑬数量総括表 

  ○ ⑭参考資料表紙 

  ○ ⑮積算参考資料（間接費補正一覧） 

  ○ ⑯金抜き設計書（③,⑤,⑥） 

  ○ ⑰積算入力データリスト（金抜き） 

  ○ 
⑱金抜き登録単価根拠資料 

※物価資料掲載単価以外は金入りを可とする。 

 ○  ⑲図面（位置図等） 

                         

 

入札前の縦覧

に使用 

業務価格の算出 

業務委託契約 

に使用 

設計書 

契約書 

設計図書 

参考資料 

共通仕様書 

特記仕様書 

数量総括表 

図面 

業務委託契約の基本的事項 
県で共通的に作成 

業務価格の根拠を示す資料 

業務毎に個別に

作成 

変更契約時 

に提供 

※参考資料は、書類削減を考慮した標準的な資料を記載しており、発注公所の独自運用等によ
るその他参考資料の添付を制限するものではありません。 

※「⑩積算入力データリスト（金入り）」は、印刷メニュー画面で「金抜き」のチェックを外し
た状態で出力します。 
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４ 作成資料 

（１）設計書表紙 

   設計書表紙には、年度、業務番号、業務名、業務場所を記載するものとする。 

（２）業務総括表 

  業務総括表には、業務概要、設計額、請負額（変更時）を記載するものとする。な

お、業務概要には、委託延長（数量）及び工種（レベル２）の内容を記載するものと

するが、必要に応じて細別（レベル４）を記入するものとする。 

（３）業務委託費内訳書、ｎ次内訳書 

   業務委託費内訳書、ｎ次内訳書には、工種体系の項目（レベル１）から積算要素（レ

ベル６）までの項目全てを記載するものとする。なお、体系階層毎の記載方法は以下

のとおりとする。 

  １）項目（レベル１）の数量及び単位は１式と記載する。 

  ２）工種（レベル２）の数量及び単位は１式と記載する。 

  ３）種別（レベル３）の数量及び単位は１式と記載する。 

  ４）細別（レベル４）の数量は、「設計業務等標準積算基準書（参考資料）」に掲載さ

れている設計表示単位一覧に定められている積算表示数位に四捨五入するものとす

る。ただし、設計数量（四捨五入の前）がその数位に満たない場合は、有効数位第 1

位まで求めるものとする。なお、設計表示単位及び数位の適用は細別毎を原則とし、

単位は同設計表示単位一覧の積算用単位を使用するものとする。 

  ５）規格（レベル５）には、体系階層（レベル）の定義で定める規格項目を記載する

ものとする。 

  ６）積算要素（レベル６）の数量は、細別（レベル４）の数位の１位下位※まで記載

し、四捨五入して求めるものとするが、設計数量（四捨五入の前）がその数位に満

たない場合は、有効数位第 1 位まで求めるものとする。 

※レベル４で有効数位第１位をとった場合であっても、その１位下位ではなく、

レベル４の本例の数値基準の数位の１位下位を参照する。 
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【記載例】 

業務委託費内訳書 

 

ｎ次内訳書 

 

 

（４）積算参考資料（間接費補正一覧） 

  積算に必要な情報（単価使用年月、歩掛適用年月、基準適用年月、単価地区、豪雪

割増、労務単価割増率、委託先）が表示される様式である。 

（５）登録単価 

  設計書作成者が土木積算システムへ登録した単価の一覧が表示される様式である。 

（６）直接人件費一覧表 

  直接人件費の一覧が表示される様式である。 

（７）単価リスト 

  技術者単価、市場単価等のリストが表示される様式である。 

（８）積算入力データリスト 

  単価表の歩掛選定条件（J 条件）が表示される様式である。 

レベル２(工種) 

レベル３(種別) 

レベル４(細別) 
レベル５(規格) 

レベル１(項目) 
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（９）その他必要な資料 

登録単価根拠資料など、積算の根拠となる資料を添付するものとする。 

（１０）特記仕様書 

特記仕様書は、発注する業務のみに適用される事項を示すものであり、「共通仕様書」

（青森県県土整備部制定）を補完するものである。特記仕様書には、作業条件等の業

務内容を明示するものとする。 

（１１）数量総括表 

数量総括表には、工種体系の項目（レベル１）から規格（レベル５）までの項目全

てを記載するものとする。なお、体系階層毎の記載方法は以下のとおりとする。 

  １）項目（レベル１）の数量及び単位は１式と記載する。 

  ２）工種（レベル２）の数量及び単位は１式と記載する。 

  ３）種別（レベル３）の数量及び単位は１式と記載することを原則とする。 

  ４）細別（レベル４）の数量は、業務委託費内訳表と同じ数量を記載することを原則

とする。なお、単位は設計表示単位一覧の積算用単位を使用するものとする。 

  ５）規格（レベル５）には、業務委託費内訳表と同じ規格項目を記載するものとする。 

 

【記載例】 

数量総括表 

 

 

レベル２(工種) 

レベル３(種別) 

レベル５(規格) 

レベル１(項目) 

レベル４(細別) 

レベル３(種別) 

数量を記載する。 

一式として記載する。 

レベル３(種別) 

レベル４(細別) 

レベル２(工種) 

レベル２(工種) 
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（１２）参考資料表紙 

  参考資料（積算参考資料、金抜き設計書等）の表紙として作成するもので、施工年

度、業務番号、業務名、業務場所を記載するものとする。また、注釈として「業務価

格の円滑な見積りに資する資料であり、業務委託契約を拘束するものではない」と記

載するものとする。 

（１３）図面 

   図面（電子）及び図面（紙）はＡ４を標準とする。 

（１４）変更図面 

  １）図面番号は、添付する図面（廃止図面含む）のみを対象に振る。 

  ２）図面番号（廃止図面は含まない）の表題の下に赤字で「第○回変更」と記載する。 

  ３）数量に変更がある場合は、変更前数量の上に変更後数量を赤書きする。なお、数

量変更がなかった場合の「〃」は不要である。 

 

５ 作成部数 

  作成部数は、以下のとおりとする。 

１）設計書 （①～⑪）     ２部 

２）設計図書（⑫、⑬、⑲）   ２部 

３）参考資料（⑭～⑱）     ２部 
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（①設計書表紙） 

 

 

 
部    長 次    長 担 当 課 長 担当副課長 審  査  者 設  計  者 

      

 

令和  年度   第     号 

 

○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  業 務 委 託 

 

実施 設計書 

 

○○市  ○○ 地内 

 

 

 

 

 

青  森  県 
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（②業務総括表） 
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（③業務委託費内訳書） 
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（④積算参考資料（間接費補正一覧）） 
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（⑤ｎ次内訳書） 
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（⑥ｎ次単価表） 
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（⑦登録単価） 

 



  

14 

 

（⑧直接人件費一覧表） 
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（⑨単価リスト） 

 



  

16 

 

（⑩積算入力データリスト（金入り）） 
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（⑬数量総括表） 
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（⑭参考資料表紙） 

 
 

令和○○年度 業務番号 ○○第○○○○号 

 

 

                ○○○○○詳細設計 業務委託 
 

参 考 資 料 
 

 

○○市 大字 ○○地内 

 

 

注）業務価格の円滑な見積りに資する資料であり、業務委託契約を拘束するものではない 
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（⑰積算入力データリスト（金抜き）） 

 


